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特集「ヒューマンファクタを考慮したセキュリティと
プライバシ」の編集にあたって

小松 文子1,a)

我々の毎日の活動は，情報技術に支えられた社会システ

ムから多くの便益を得る一方で，サイバー攻撃や内部者

による不正など様々な脅威にさらされている．したがっ

て，安全な電子社会システムを支えるために，情報セキュ

リティ技術が欠かせない．セキュリティ心理学とトラスト

（SPT）研究会は，比較的新しい研究会であるが，情報セ

キュリティにおけるヒューマンファクタにフォーカスを置

いた研究を進めてきた．情報セキュリティ対策は技術とセ

キュリティマネジメントの 2つの局面から推進されてきた

が，ヒューマンファクタが重要な役割を担う．たとえば，

人の認証技術には当然のことながら人的要素が組み込まれ

なければならないし，セキュリティマネジメントの際には

人（組織）の意思決定がその対策推進を左右する．また，

人的要素なしにはプライバシを考えることはできない．

このような背景のもと，本特集号は，セキュリティとプ

ライバシについて，技術だけでなく，人間の行動，意思決

定などのヒューマンファクタを考慮した研究論文を掲載す

ることを目的とした．新たな研究領域であるため十分な投

稿数を得ることができるかの不安があったが，結果として

31件の論文が投稿され，最終的に 17件を採録した．情報

処理学会の査読ポリシーである「石を拾うことはあっても

玉を捨てるなかれ」に照らして査読を進めた．このため，

第 1回の査読結果において，課題が多い論文に対しても，

査読条件を丁寧に提示し，対応を促した．査読者の努力に

敬意を表するとともに，短期間のうちにこれに応えた著者

らが多かったことは，編集委員会として喜ばしいと感じた．

また，異なる分野の専門家に査読者にお願いしたゆえに，

分析手法などの研究論文としての要件がその分野とは異な

ると，指摘があった．複数の研究領域にまたがる研究を推

進するために，それぞれの分野の査読基準を調整すること

はメタ査読者の重要な役割であるとともに，引き続き議論

が必要と思う．

最後に，限られた時間の中で，多様な論文の査読を行い，

予定どおり出版にこぎつけることができたのは，査読者や
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編集委員，学会関係者の皆様型の多大なるご尽力によるも

のであり，厚くお礼を申し上げたい．特に，金岡晃（当方

大学），西岡大（岩手県立大学）の両幹事には委員会運営を

潤滑に進めるためきめ細かな準備をしていただいた．心か

ら感謝したい．
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